
令和６年度校内研究まとめ

グローカルリーダーに求められる

確かな学力の育成

～情報活用能力の育成～（2年次）



令和6年度校内研究テーマ

グローカルリーダーに求められる

確かな学力の育成

～情報活用能力の育成～（２年次）

○R5年度全国学力状況調査
・知・技 …国語83.9%、算数82.1％
・思・判・表  …国語80.8%、算数75.5％

【学校教育目標】

【児童の実態】【社会からの要請】

グローカルリーダー（Think globally, act locally）の育成
～未来へ向かって高い志を持ち、人や社会と豊かに関わり、

自己を磨き合う子どもの育成～

1 テーマ設定の理由



「小学校学習指導要領解説 総則編ｐ48」
（１）学習の基盤となる資質・能力（第１章第２の２の(1)）

2   「情報活用能力の育成」を目指
す授業研究とは 
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学級経営
「フリートーク」
「ほめ言葉のシャワー」
「価値語」
「成長ノート」





１．本校が取り組むフリートークとは・・・

お題に沿って、児童が自由に自分の考え
を伝え合う活動

フリートークの取組

＜ねらい＞
相互理解を深めたり、共

感的に聴く姿勢や心を育
んだりすることにより、
コミュニケーション活動
の土台となる豊かな人間
関係を醸成する。



フリートークの取組

共感的に聴く姿勢や心

相互理解を深め

意外な発見があって
面白かったです。



１．本校が取り組むほめ言葉のシャワーとは・・・

＊「小学校発！一人ひとりが輝くほめ言葉
のシャワー」 菊池省三 日本標準

一人ひとりの良いところやがんばりを
見つけ合い伝え合う活動

ほめ言葉のシャワーの取組

＜ねらい＞
①「自己肯定感を高める」

友達からさまざまなほめ言葉を受けることによって、自分
のいいところを再認識したり、新しい良さを発見したりする
ことを通して、自己肯定感を高める。

②「学級に受容的な雰囲気を作る」

お互いの良さを見つめ直し、相手の立場に立って考えるこ
とができるようになったり、毎日様々なほめ合う言葉に接し
たりすることを通して、学級に受容的な雰囲気を作ることが
できる。また、共感的な人間関係を育み、教室を自信と安心
の場所にする。

自信と安心



ほめ言葉のシャワーの取組

いいところを再認識・新しい良さを発見
様々なほめ言葉に接し

先生も参加（楽しい・安心）

児童名

児童名 児童名

児童名



１．本校が取り組む価値語とは・・・
子どもたちの考え方や行動をプラスに導くための言葉。また、
広めたいと思う姿、良い姿、目指す姿を表した言葉

価値語の取組

＜ねらい＞
価値語を示すことにより、子どもたちの感化を促し、自発的な成長を目指す。



価値語の取組

１年部 ２年部



価値語の取組

３年部

４年部



価値語の取組

５年部

６年部



価値語の取組

＜工夫・個性＞
学年・学級
子供の字or教師の字
内容
場所
貼り方
デジタルorアナログ



１．本校が取り組む成長ノートとは・・・
「自分の内面を見つめ、それを自分の言葉で書き記していきながら、教師と子
どもがつながり、成長へと向かうためのノート」

成長ノートの取組

＜ねらい＞
①「子どもたちに、心の成長を実感させる」

学校生活の中での望ましい姿や考えさせたい出来事につい
て自分の内面を見つめさせながら、その時その場面にあった
言葉で書かせたり、それに対する教師の考えを伝えたりする
ことを通して、心の成長を実感させるとともに自己肯定感を
高める。
②「教師が子どもとつながる」

子どもが表現した内容に心を傾け、些細な変化や成長を見
逃さず、個々の内省と教師との対話を繰り返しながら、子ど
もに寄り添い繋がっていく。
③「書くことに慣れさせる」

褒めて励ましながら、繰り返し取り組んでいくことにより
「書ける」「書いてみたい」という気持ちを持てるようにし
ていく。
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成長ノートの取組

書くことに慣れさせる
心の成長を実感

教師が子どもと
つながる



学級経営の取組

めあて・目的
の確認→「見通し」



学級経営の取り組み

振り返り→次に繋ぐ



成果・よりよい取組に向けて
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＜成果＞
○取組の目的を児童の言葉で確認できた
○多様な方法（特に価値語）

＜R７年度に向けて＞
○ほめ言葉のシャワーの方法について確認す
る（子供たちと生み出す・研修で話し合
う・実践を互見する）

○地域貢献・発信

目的→必要に応じて振り返り→ブラッシュアップ
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県の改善の重点を
受けた授業研究

５・６月授業公開
フォローアップ研修

指導教諭による授業観察
外国語セミナー
特別活動授業公開

指導主事を招聘しての校内研修





実物 ペアトーク 自分事

可視化 中間指導 マイゴール

教師モデル 目的意識 動画

学習の記録 ロイロノート

環境づくり

既習

根拠となる資料



情報活用場面（本物・実物）

試す
「どう使おうかな。」

「やってみて、考えよう。」

生の声

手応え



情報活用場面（ペア・グループ）



情報活用場面（自分事・マイゴール）

「自分だったら・・・。」
「自分のチームは・・・。」
「自分たちのクラスは・・・。」



情報活用場面（可視化）

図

挿絵・表情

表

色

思考ツール



情報活用場面（中間指導）

共有
「次はこうしてみようか！

「〇〇するとよかったらしいよ」

困り
「どうすればいい？」

アドバイス
「〇〇するといいよ！」



情報活用場面（写真・動画）

モデル
「そんな方法もあるのか。」

「こうすれば解決するんじゃないかな。」

予想・見通し
「〇〇なるはず。」
「□□じゃないかな。」



情報活用場面（学習の記録・既習・ロイロiPad）

既習表現
「使える表現ないかなー。」

友達の状況・考え
「みんなはどうしているのかな。」

根拠となる資料探し

学習の記録



情報活用場面（学習の記録・既習教室掲示①）



情報活用場面（学習の記録・既習教室掲示②）



情報活用場面（環境づくり）

試す
「どう使おうかな。」

「やってみて、考えよう。」

選択
「どれにしようかな」



情報活用場面（外国語）



情報活用場面（外国語セミナー）



情報活用場面（外国語）



成果・課題・今後チャレンジしたいこと・キーワード



38

情報を手に入れる
ために行動する力



「情報活用能力」の育成

目的や目標、課題の解決に向けて、
「どの情報が最適か」「どの方法が最適か」を
自分で選んで自分で決める。



文部科学省 『「思考力・判断力・表現力等」についての整理のイメージ』



＜「情報活用能力の育成」の研究から見えてきたこと＞
○子どもが、必要な情報や方法を

「自分で選ぶ」「自分で決める」
機会を意図的、計画的に設定し、そのための

学習環境づくり（学びの足跡、資料、学習道具 等）
を豊かに柔軟に設定・提供することが大切。

○友達やGTなどの情報は有効。新たな視点、修正点などに
気づき、深く学ぶ（比較・関連・拡散 等）チャンス。

→個別最適な学びのための手立て

→協働的な学びのための手立て



令和７年度校内研究テーマ（案）

グローカルリーダーに求められる

エージェンシーの育成

～自己調整学習を通して～



“エージェンシー”
「変化を起こすために、

自分で目標を設定し、振り返り、責任をもって行動する能力」

“自己調整学習”
「学習者が、メタ認知、動機づけ、行動において、

自分自身の学習過程に能動的に関与していること」



自己調整学習のイメージ “エージェンシー”
「自分で目標を設定し、振り返り、責任をもって行動

する能力」

《見通し・予見》
「目標設定」「興味関心」「自己効力感」
この山、登りたいな。きっと登れる。
どのルートを通ればいいかな？
どんな装備が必要かな？

《行動・遂行コントロール》
「モニタリング（現状の把握）」「コントロール」「注意の集中」
順調に登ってきたかな？
この先登れそうかな？
ルートはいいかな？

《振り返り・自己省察》
「自己評価」「原因の分析」「方略の修正」
うまく登れたかな？
なぜ、上手く登れたかな？
次は、どうしようかな？



A（Action)

行動
考えを形成・調査・実験

（個別）

↓
情報共有（協働）

↓
再選択・再決定（個別）

A （Anticipation)

見通し

選択・決定

R （Reflection)

振り返り

メタ認知・変容
新たな課題発見

自己調整学習の授業のイメージ

導入 → 展開 → 終末



外
国
語
活
動
・

外
国
語
科

グローカルリーダー（Think globally、 act locally）の育成
～未来へ向かって高い志を持ち、人や社会と豊かに関わり、

自己を磨き合う子どもの育成～

県
の
改
善
の
重
点
を

受
け
た
授
業
研
究

グローカルリーダーに求められる
確かな学力の育成

～情報活用能力の育成～（２年次）

学級経営



外国語活動・外国語科について
＜今後実施しないこと＞
○外国語ミニスキルアップ研修（全体校内研修）
○外国語セミナー
○指導教諭等による外国語の授業観察

＜残すこと・形を変えて取り組むこと＞
○全学年で授業をすること
○１年目の職員を対象にしたミニスキルアップ研修

（外国語部主催）



グローカルリーダー（Think globally、 act locally）の育成
～未来へ向かって高い志を持ち、人や社会と豊かに関わり、

自己を磨き合う子どもの育成～

各教科の授業研究

グローカルリーダーに求められる
エージェンシーの育成
～自己調整学習を通して～

学級経営

「わからない」「でも…」が自覚かつ表出できる、安全・安心な学習環境



①本校児童に付けたい力（職員アンケート）
「情報を活用して、考えを具体的に伝える力」 「有言実行」「対話」
「自ら学び、他者と学びを分かち合う」 「学びをつなぎ生かす力」
「何が自分でできるか判断」 「目標に向かって努力」 「実行する力」
「自分で考える」「寛容」「持久力」「学び合う」「振り返りの充実」
「個別と協働の両輪」「個別最適」「省察」「自分事」「見通し」
「自己調整」「自己指導能力」「メタ認知」「自分の学習を自分で調整」
「動機づけ」「学習方略」「判断する力」

②R6年度 授業観察結果より
R4～R6

「まとめ・振り返り」
「きめ細かな指導」

が課題
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④学習指導要領（総則編）
「児童（生徒）一人一人がよりよい社会や幸福な人生を切
り開いていくためには、主体的に学習に取り組む態度も含め
た学びに向かう力や、自己の感情や行動を統制する力、より
よい生活や人間関係を自主的に形成する態度等が必要となる。

「これらは、自分の思考や行動を客観的に把握し認識する、
いわゆる『メタ認知』に関わる力を含むものである。

③
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⑤文部科学省「今後の教育課程、学習指導及び学習評価等のあり方に関する有識者検討会」
論点整理
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⑤「今後の教育課程、学習指導及び学習評価等のあり方に関する有識者検討会
論点整理
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⑥OECD（経済協力開発機構） ラーニングコンパス２０３０

本校児童に付けたい力

教師の授業改善の課題

附小ビジョン

教育の動向



⑥OECD ラーニングコンパス２０３０

「PDCAサイクル」（経営者視点）
反復的なプロセスを中長期の継続的な改善に適している。

「AARサイクル」（学習者視点）
即時フィードバックによる実践的で
短期的な評価と学びに適している。

自己調整学習



A（Action)行動A （Anticipation)見通し R （Reflection)振り返り

自己調整学習の授業のイメージ

導入 → 展開 → 終末

３年１組（図画工作科）の実践

選択・決定

考えを形成（個別）

情報共有（協働）

再選択・再決定（個別）

メタ認知・変容



A（Anticipation）見通し



A（Actions）行動
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R（Reflections）振り返り



振り返り

見通し
AARサイクル



「振り返りを生かす」
前回〇〇だったから今日は□□するとう
まくいきそうだ。
「可視化」
あとで振り返りやすいようにノートやホ
ワイトボードに書く
「選択・決定」
私（私たちの班）は、めあて達成のため
にこの方法で学ぼう

→自分事・当事者意識

見通し



振り返り

「メタ認知」
今日の自分の学びはどうだったか。
変容できたのか。
なぜ、うまくいったのか。
なぜ、うまくいかなかったのか。

「次に生かす」
次はこのような方法ですると単元のめあ
てに向かっていけそうだ
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終わりに
「情報活用能力の育成」の成果は得られた。

これからも児童が自分に適した方法や情報を選択・判断・決定で
きるような学習環境づくり（道具・学習形態・資料・安心な雰囲
気）を意識した授業改善に取り組むことが必要。

児童が自ら見通しをもって学びの計画を立てること、今日の行動

（学び方）がどうだったのかを、より深い内容（「変容」「うまく
いった・うまくいかなかった理由」等）で振り返り、次に繋げられ
るようにし、児童が自ら学びを進めていく授業を目指していく。

新しいことを始めるのではなく、これまでの研究の積み上げをしていく！
児童が自己調整（選択・決定・メタ認知）しながら学ぶ機会をより大切にしていく授業研究



○「個別最適な学びと協働的な学び」（東洋館出版社 奈須 正裕）

○「個別最適な学び 協働的な学びを実現する学級経営」
（明治図書 赤坂 真二）

○「教えから学びへ 教育にとって一番大切なこと」
（河出新書 汐見 稔幸）

○「OECD Education2030プロジェクトが描く教育の未来
エージェンシー、資質・能力とカリキュラム」

（ミネルヴァ書房 白井 俊）
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